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1セグ放送用BMLブラウザー
とは

〔1〕BMLとは

BMLとは Broadcast Markup Lan-

guageの略語で、放送用マークアップ言

語のことである。これは、デジタル放送に

おけるデータ放送のために標準規格＊1で

定義されたマークアップ言語であり、現

ザーについても機能がそれぞれ異なる。

1セグ放送用のBMLブラウザーとは、

携帯端末向けのデータ放送の詳細な運

用規定である「Cプロファイル」と呼ばれて

いるBMLを表示するエンジンである。1

セグ放送用のBMLで記述されたコンテ

ンツを閲覧するためのソフト「BMLブラウ

ザー」は、1セグ放送対応の携帯電話など

の端末に搭載され、放送または通信（イン

ターネット）から取得したBMLコンテンツ

を解釈して表示するとともに、ユーザー操

作のためのインターフェイスを提供する。

〔2〕BMLコンテンツの取得

BMLコンテンツは、放送と通信のいず

れかの手段によって取得を行う。通常は、

放送を入り口として、そこから通信コンテ

ンツへリンクすることが一般的である。放

送では、DSM-CC＊2データカルーセル伝

送方式を用いてBMLコンテンツが送信

されている。

新・データ放送処理の心臓部

1セグ放送用BMLブラウザーの
機能と構成

在、BSデジタル放送や地上デジタル放送

などで広く用いられている。BMLとひと

口に言っても、いくつかのプロファイル（機

能標準）に分かれており、据え置き型デジ

タルテレビ向けに放送されているBML

と、2006年春サービス開始予定の携帯端

末向け放送（1セグ放送）で用いられる

BMLとはかなりの部分で仕様が異なって

いる。このため、これらを表示するブラウ

2006年春のサービス開始を控えて、携帯端末で受信できる1セグ放送（1セグ

メント放送）実現に向けた開発が活発になってきている。データ放送は、1セグ放

送独自仕様のもので、このデータ放送とインターネットを利用して放送と通信を

連携させた新しいサービスが期待されている。

そこで、ここではデータ放送を処理するうえで中心的な役割を果たす、1セグ放

送用BMLブラウザーの機能と構成について解説する。
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（HTML）

例：放送事業者、広告主、　
出演者などの携帯サイト
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あらすじなど）、独立情報（ニュ
ース、天気予報など）

例：番組詳細情報（出演者の
顔写真や天気図など）

図1 1セグ放送にかかわるブラウザーとコンテンツの関係
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DSM-CCとは、ネットワークを介して

MPEG-2などによってすでに圧縮された

オーディオやビデオ情報を、遠隔地からア

クセスできるようにする通信制御方式のこ

とである。また、データカルーセル伝送方

式とは、遊園地において一定速度で回転

するメリーゴーラウンドのように、一定周

期で同じ内容のデータ（ファイル）を繰り返

し送信し続ける方式のことである。

すなわち、データカルーセルでは、一定

期間に同一のBMLコンテンツが繰り返し

送られるため、受信端末では必要なとき

に必要なコンテンツのみを抽出すること

が可能となっている。しかし、1セグ放送

においては、コンテンツ取得待ち時間を

短縮するために、受信端末側ではメモ

リーの許す限り事前にすべてのコンテン

ツを取得し、キャッシュ（蓄積）しておくこ

とが推奨されている。

一方、通信では、サーバーに置かれた

BMLコンテンツをHTTPによって取得す

ることになる。なお、通信コンテンツの

キャッシュについてはオプションとなって

いる。

〔3〕BMLブラウザーの定義

「BMLブラウザー」という名称は通称で

あり、標準規格（ARIB STD-B24）や運用

規定＊3で明確に定義されているわけでは

ない。図1に1セグ放送にかかわるブラ

ウザーとコンテンツの関係を示す。図1に

おける黄色部分の「データ放送ブラウ

ザー」および「Cプロファイル通信ブラウ

ザー」のことを、一般に総称してBMLブ

ラウザーと呼んでいる。

データ放送ブラウザーは、放送事業者

が責任をもつ放送事業者のコンテンツ（放

送／通信）を表示するためのものであり、

データ放送に対応している1セグ放送受

信端末において必須機能となる。これに

対して通信ブラウザーは、放送事業者の

責任範囲を超えた各種通信コンテンツを

表示するためのものであり、1セグ放送受

信端末においてはオプション機能となって

いる。

1セグ放送用BMLブラウザー
の特徴

1 セグ放送用 BML ブラウザーは、

HTMLブラウザーと比較すると表1のよ

うな特徴になる。一方、据え置き型デジ

タルテレビ用のBMLブラウザーとは共通

した部分も多いが、携帯端末への搭載を

考慮して表2に挙げた点が大きく異なっ

ている。

これらを踏まえたうえで、1セグ放送用

のBMLブラウザーを開発する場合には、

次の3つのアプローチが考えられる。

（1）新規に一から開発

（2）据え置き型デジタルテレビ用BML

ブラウザーをベースに開発

（3）HTMLブラウザーをベースに開発

いずれのアプローチをとるかはメー

カーごとに異なるが、新規開発以外の場

合は、オーバースペックにならないように

軽量化することが1つの課題である。

1セグ放送用BMLブラウザー
の機能と構成

BMLブラウザーは、データ放送処理の

コアとなるものである。図2に、BMLブ

ラウザーの構成を示す。BMLブラウザー

は、多くのソフトウェアモジュールから構成

＊1：ARIB STD-B24、デジタル放送におけるデータ放

送符号化方式と伝送方式

＊2：Digital Storage Media Command and Con-

trol、デジタル蓄積メディアのコマンドと制御

＊3：ARIB TR-B14、地上デジタルテレビ放送運用規定

表１ HTMLブラウザーと比較した1セグ放送用BMLブラウザーの特徴

表２ 据え置き型デジタルテレビ用BMLブラウザーと異なった特徴

項　　目 内　　容
仕様 標準規格（ARIB STD-B24）および運用規定（ARIB TR-B14）により厳密に仕様

を定義
要素の種類 サポートする要素が少なく実装が容易
文書解像度 ボディー（body）要素（BML文書のうち実際に表示対象となる本体部分を構成する

要素）のサイズが固定（240画素×480ライン）
要素の配置 ボックス要素（矩形領域で示される要素：ブロックレベル要素）には位置指定が必須

であるため座標位置の計算が容易
スケーリング 静止画のスケーリング（拡大／縮小）はオプション
キー入力制御 used-key-list特性（CSS特性の一種でBML文書で扱うキーの種類を宣言する特性）

によりブラウザーが使用するキーの種類を切り替えることが可能
文字符号 文字符号としてShift_JISのみをサポート
文字フォント 放送用追加文字フォントをサポート
スクリプト言語 ECMAScriptのサポートが必須
データ取得 DSM-CCデータカルーセル受信処理部との連携が必要

項　　目 内　　容
映像音声の制御 番組に多重されているストリーム形式の映像音声に対する制御を行わない（ファイ

ル形式の音声の再生は制御する）
グラフィックプレーン プレーンの区別はなく、静止画、文字図形ともすべて同一プレーンに描画
フォーカス制御 フォーカス（キーを受け取ることが可能な要素）順序（上下キーによるフォーカス移

動の順番）はコンテンツで指定されず、ブラウザー側で制御
提示の一意性 提示の一意性は厳密ではない（フォーカス時のスタイル、文字サイズなど）
レイアウト レイアウト（位置、サイズ）の動的変更は非サポート
CSS特性 WAP（Wireless Application Protocol）関連のCSS特性をサポート（-wap-

marquee-*, -wap-input-format）
インライン要素 インライン要素（ボックス要素の子要素としてテキストを保持する要素）のボー

ダー付加（CSS特性による囲み線付加）やネスト（インライン要素の子要素として
別のインライン要素を配置すること）は非サポート

form要素 form要素（ユーザーが入力したデータを指定されたサーバーへ送信するための要
素）をサポート

モノメディア PNG（Portable Network Graphics）、MNG（Multiple-image Network
Graphics）に代わって、GIF（Graphics Interchange Format）、アニメーション
GIFをサポート

文字符号 文字符号としてEUC-JP（Extended UNIX Code-Japanese、日本語EUC）に代
わって、Shift_JISをサポート
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されるが、大きく次の4つに分けられる。

〔1〕イベント管理／全体制御部

BMLブラウザーは、外部からのイベン

トを受けて動作を行う。ここで、イベント

とは、たとえばユーザーのキーの押下げ

などで発生するなどの、動作のトリガーと

なる事象のことである。

外部イベントの種類としては、データ放

送運用規定で定められているキーイベン

トや放送イベントといった非同期割り込み

事象のほかに、ブラウザーの起動や終

了、フォーカス移動やスクロール、ブラウ

ザーサイズの変更などの受信端末独自イ

ベントも含まれている。受信端末独自イベ

ントを除いて、受け取ったイベントは

FIFO（First In First Out、先入れ先出

し法）で処理されることになる。また、付

随的に発生する同期割り込み事象につい

てもイベント管理部で処理を行う。

この割り込み事象モデルにおける状態

遷移を、図3に示す。

図3のように、同期割り込み事象につ

いては、非同期割り込み事象よりも優先

的に処理されるが、双方ともあくまでも

キュー（待ち行列）による制御に基づいて

おり、1つのイベントハンドラを実行中は、

ほかの割り込み事象の処理は行われな

いことに注意する必要がある。

〔2〕文書管理部

文書管理部は、コンテンツメモリーから

読み出したBML文書やスタイルシートを

解析した結果を、データベースとしてワー

クメモリーに保持する。XMLパーザー

（構文解析プログラム）では、BML文書を

解析し、DOM ＊ 4ツリーを構築する。

DOMとは、XML文書の論理的な構造や

文書へのアクセスおよび操作の方法を提

供するAPI（アプリケーションプログラミン

グインターフェイス）である。

また、CSS（Cascading Style Sheets）

パーザーでは、link要素（外部ファイルを

参照する要素）で参照された外部スタイル

シートおよびBML文書中の style 属性

（提示動作を制御する属性）によるスタイ

ル記述を解析処理し、内部データとして

管理する。

加えて、文書管理部では、次に解説す

るスクリプト処理部から文書の内容に対

して読み出しや書き込みを可能とする

DOMインターフェイスを提供する。

〔3〕スクリプト処理部

スクリプト処理部は、ECMA＊5が規格

化した簡易プログラミング言語であるスク

リプト言語を処理する。

据え置き型デジタルテレビ用BMLブラ

ウザーと同様、1セグ放送用BMLブラウ

ザーで用いられるECMAScriptは、現在

規格化されている最新バージョンの

ECMA-262 3rd Edition（第3版）ではな

く、旧バージョンのECMA-262 2nd Edi-

tion（第2版）をベースにARIB STD-B24

での独自の制約と拡張を加えたものであ

る。このため、一般に用いられる

JavaScriptとは微妙に動作が異なるた

め、実装上の注意が必要である。スクリ

プト処理部は、ECMAScriptコンパイラー、

ECMAScriptインタープリター、組み込み

オブジェクト、およびブラウザー疑似オブ

ジェクトから構成される。

（1）ECMAScriptコンパイラー

BML文書内に記載されたスクリプト文

や外部参照されたスクリプトファイルを解

析し、実行処理しやすい形式に変換して

ワークメモリーに格納する。

（2）ECMAScriptインタープリター

イベントハンドラーに対応したスクリプ

トを実行し、DOMによる文書アクセス

や、組み込みオブジェクト、ブラウザー疑

似オブジェクトに関する処理を行う。

（3）組み込みオブジェクト

ECMAScriptの基本オブジェクトと放送

用拡張オブジェクトであるバイナリーテー

ブルオブジェクト（バイナリー表現された2

次元の表形式データ）から成る。

（4）ブラウザー疑似オブジェクト

1イベント管理／全体制御

下位レイヤー機能
（DSM-CC、通信、NVRAM、キー、グラフィックス、フォント、音声他）

コンテンツ管理（放送／通信）

3ECMAScriptインタープリター4提示制御
2文書管理

（DOM/CSS）

ブラウザー
疑似

オブジェクト

組み込み
オブジェクト
（基本・拡張）

ECMAScript
コンパイラーモノメディア

デコーダー XML
パーザー

CSS
パーザー

外
部
イ
ベ
ン
ト

図2 1セグ放送用BMLブラウザーの構成
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放送用拡張関数によって受信端末で提

供される、NVRAM＊6（不揮発性メモリー）

への読み書きや受信機IDの取得などの

各種機能を利用するために用いられる。

〔4〕提示制御部

提示制御部は、文書管理部で保持して

いるDOMツリーおよびCSS特性（各要素

のスタイルに関する情報）の内容に応じて

BML文書のレイアウトを行い、提示画面

への描画や音声の再生指示を行う。文字

については、下位レイヤーから必要なフォ

ントを取得して描画を行う。また、JPEG

画像、GIF画像については、モノメディア

デコーダーによるデコード処理を行った

後、描画を行う。モノメディアとは、音声メ

ディアや映像メディアなど個別の単体メ

ディアのことを言う。

なお、デコード（復号）済みの画像を

キャッシュすることによって描画をより高速

に行うこともできる。

BMLブラウザーの動作例

〔1〕受信から提示までの流れ

次に、データ放送コンテンツを受信し、

画面上に提示するまでの流れを説明す

る。

（1）まず、放送番組を選局後、その番組が

データ放送番組であることを確認する。

データ放送番組であることが確認でき

た場合は、伝送されるデータカルーセ

ルより最初に提示すべきBML文書を

含むスタートアップモジュール、つまりモ

ジュール識別が0x0000のモジュールの

取得を行い、コンテンツメモリーへ一時

記憶する。

また同時に、スタートアップモジュー

ル以外のモジュールについても、可能

な限りコンテンツメモリーへ一時記憶し

ていく。

（2）スタートアップモジュールの取得が完了

すると、BMLブラウザーによってBML

文書の解析を行い、BML文書に従っ

た内容を画面に提示する。このとき、

BML文書から画像データなどが参照

されている場合は、それらのデータを

含むモジュールがコンテンツメモリーに

一時記憶されているかどうかを判別

し、取得済みの場合はコンテンツメモ

リーから読み出しを行う。

（3）一方、必要なモジュールが未取得の

場合は、データカルーセルからの取得

が完了するまで提示処理を待機させ

る。そして、BML文書の提示に必要な

すべてのモジュールの取得が行われる

ことによって、提示処理が完了する。

すなわち、BMLブラウザーでは、一

般のHTMLブラウザーと異なり、文書

から参照されている画像が未取得の場

合に、表示内容が不完全となる表示は

行わないことが特徴となっている。

〔2〕BMLコンテンツと画面表示例

図4に、BML文書の記述例と携帯電

＊4：Document Object Model、文書オブジェクトモデル

＊5：European Computer Manufactures Asso-

ciation、ヨーロッパ・コンピュータ製造業者協会

＊6：Non-volatile RAM

　　非同期キューが
　　空でない場合
（同期キュー優先） ②

①
   上下キー押下
   イベントの場合
（同期キュー優先）⑦終了

⑤終了
⑧終了

1の状態を初期状態とし、非同期割り込み事象が発生した場合は、2状態に遷移する（①）。1つの非同期割り込み事象に対するイベントハンドラー（割り込み
事象に対応して実行されるスクリプト関数）の実行が終了すると、再び1の状態に戻るが（②）、このとき同期割り込み事象が発生していた場合は3の状態に移っ
た後（③）、さらに2の状態で同期割り込み事象に対するイベントハンドラーの実行を行う（④）。この後、同期割り込み事象キューが空になるまで、④と⑤の処
理を繰り返したうえで、同期割り込み事象キューが空になると1の初期状態に復帰し（⑥）、以後この状態遷移を繰り返すことになる。
一方、1の状態において、上下キー押下のイベントが発生した場合は、4の状態に遷移し（⑦）、スクロールやフォーカス移動が実行されて、終了されることにな
る（⑧）。

非同期割り込み事象

keydown, keyup, EventMessageFired,
ModuleUpdated, ModuleLocked, TimerFired,
MediaStopped, DataEventChanged, 
setIntervalによるタイマーイベント, load, unload

同期割り込み事象

focus, blur, click, change, submit

3同期割り込み事象キュー
　 からの取り出し

1非同期割り込み事象キュー
　 からの取り出し、
　 または上下キー押下イベン
　 トの取り出し

2割り込み事象ハンドラー実行
（スクリプト実行）

4スクロールおよび
　 フォーカス移動実行

③同期キューが空でない場合

⑥同期キューが空の場合

④
同期キューが
空でない場合

図3 割り込み事象モデルにおける状態遷移
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運用規定どおりに動作させることはそれ

ほど簡単なことではない。その理由は、

運用規定に準拠していることを確認する

ための完全な検証ツールが存在しないた

めである。したがって、いかにブラウザー

の完全性を高めるかについては、各メー

カーのノウハウにかかわってくる。

一方、コンテンツ制作者によって作成さ

れたBMLコンテンツが、運用規定に違反

していないかどうかをチェックすることも

容易ではない。このため、BMLブラウ

ザーでは、仮に運用規定に違反したコン

テンツを受け取ったとしても、最低限異常

動作にならないように適切なエラー処理

を行うとともに、可能であればエラーを回

復して、コンテンツ制作者の意図どおりに

動作させることが好ましい。

その他の課題としては、軽量化と省電

力化が挙げられる。

携帯電話など組み込み機器のスペック

は、ここ数年ますます向上する傾向にあ

るが、BMLブラウザーは大規模なアプリ

ケーションであり、できる限りコンパクトに

していくことが望ましい。

また、1セグ放送用の受信端末は、一

般に電池駆動で用いられるため、省電力

化は極めて重要である。省電力化のため

には、ハードウェアだけでなくソフトウェア

への配慮も必要であり、BMLブラウザー

においても、CPUやOSの特性を考慮し

た設計が求められる。

2006年春、いよいよ1セグ放送サービ

スが開始される。BMLブラウザーは1セ

グ放送において放送と通信を連携させる

キーコンポーネントであり、新たなビジネ

スモデルを生み出す可能性を秘めてい

る。1セグ放送のサービス開始が待たれ

るところである。

240画素 240画素

480
ライン

320
ライン

135
ライン

125～135
ライン程度

（mediumサイ
　ズで約6行）

（1）仮想プレーン

（2）携帯電話端末での画面表示例

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?>
<!DOCTYPE html PUBLIC "-//ARIB//DTD XHTML BML 12.0//JA"
 "http://www.arib.or.jp/B24/DTD/bml_12_0.dtd">
<?bml bml-version="12.0" ?>

<html>
<head>
<title>Weather</title>
<script><![CDATA[
function EM1(){
    if (document.currentEvent.status == 0){
        var uri = document.currentEvent.privateData;
        browser.launchDocument(uri,"cut");
    }
}
]]></script>
<link href=“common.css" />
<bml:bevent>
<bml:beitem type="EventMessageFired" es_ref="/89" message_id="1" 
subscribe="subscribe" onoccur="EM1();" />
</bml:bevent>
</head>

<body style="background-image:url('back.jpg')">
<p style="top:0px;left:0px;width:240px;height:30px;font-size:large;
color:yellow;background-color:blue">
今日の天気<span style="font-size:small">　7/25(月)</span>
</p>
<p style="top:30px;left:0px;width:240px;height:20px;text-align:right">
←<a href="top.bml" style="color:blue">戻る</a>
</p>
<div style="top:50px;left:0px;width:240px;height:10px">
<img src="bar.gif" alt="" style="width:240px;height:10px"/>
</div>
<p style="top:60px;left:0px;width:240px;height:200px">
　　　　　　　　降水確率<br/>
東京　　曇時々晴　１０％<br/>
神奈川　晴　　　　　０％<br/>
埼玉　　曇時々晴　１０％<br/>
千葉　　晴　　　　　０％<br/>
茨城　　晴　　　　　０％<br/>
栃木　　晴　　　　　０％<br/>
群馬　　曇　　　　２０％<br/>
山梨　　曇時々晴　２０％<br/>
長野　　曇　　　　２０％<br/>
</p>
<div style="top:260px;left:0px;width:240px;height:10px">
<img src="bar.gif" alt="" style="width:240px;height:10px"/>
</div>
<p style="top:280px;left:0px;width:240px;height:20px">
→<a href="tomorrow.bml" style="color:blue">明日の天気</a>
</p>
<p style="top:300px;left:0px;width:240px;height:20px">
→<a href="zenkoku.bml" style="color:blue">全国の天気</a>
</p>
<p style="top:320px;left:0px;width:240px;height:20px;text-
align:right">
←<a href="top.bml" style="color:blue">戻る</a>
</p>
</body>
</html>

表示に関わる
要素を記述す
るボディー部

表示対象外の
制御情報など
を記述するヘ
ッダー部

文書のバージ
ョンなどを記
述する前書き
（宣言）部

図4 BML文書の記述例と携帯電話端末での画面表示例

話端末での画面表示例を示す。図4に示

すように、BMLブラウザーでは 240 画

素×480ラインのサイズのBMLブラウ

ザー用仮想プレーンに対して、BMLコン

テンツの内容を描画する。BMLブラウ

ザー用仮想プレーンとは、BMLコンテン

ツを描画するための仮想的な画面のこと

で、この仮想プレーンをもとに、たとえば、

画面の解像度などの受信機の仕様に合

わせた処理が行われた後、実画面に提示

されることになる。

通常、実際の携帯端末のLCD画面で

は仮想プレーン全体を一度に表示するこ

とはできないため、仮想プレーンの一部

を表示させ、スクロールを行うことで全体

が見られるようにする。

今後の課題は何か

1セグ放送用BMLブラウザーは、1セ

グ放送の規格および運用規定で定められ

ているとおりに動作する必要があるが、
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さらに、1セグ放送の全体像を勉強したい方には、

豊富な図解で丁寧に解説された次の図書を推薦し

ます。

『1セグ放送教科書』（インプレス刊）

B5判・376頁、定価3,990円
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